


２
０
１
２
年
２
月
、
一
人
の
フ
ラ

ン
ス
人
青
年
が
勤
務
し
て
い
た
会
社

を
や
め
、
日
本
酒
造
り
を
学
ぼ
う
と

日
本
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
・
メ
ダ
フ
ァ
ル
さ
ん
、
パ

リ
出
身
の
２９
歳
。
メ
デ
ィ
さ
ん
は
長

野
県
の
蔵
元
で
日
本
酒
に
つ
い
て
勉

強
し
、
広
島
県
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
を
経
て
、
昨
年
１０
月
か
ら

広
瀬
町
広
瀬
の
吉
田
酒
造
株
式
会
社

に
住
み
込
み
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

く
ら
び
と

メ
デ
ィ
さ
ん
の
仕
事
は
蔵
人
と
い

わ
れ
、
蔵
元
で
酒
造
り
の
最
高
責
任

と
う

じ

者
で
あ
る
杜
氏
の
作
業
補
助
。
吉
田

酒
造
で
は
七
人
い
る
蔵
人
の
う
ち
の

こ
う
じ

一
人
で
、
原
料
の
米
を
蒸
す
、
麹
づ

く
り
、
仕
込
み
な
ど
、
酒
造
り
を
勉

強
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
大
き

な
樽
に
麹
を
発
酵
さ
せ
た
も
ろ
み
を

運
び
入
れ
る
仕
込
作
業
に
、
同
僚
た

ち
と
手
際
よ
く
励
ん
で
い
ま
し
た
。

来
日
の
き
っ
か
け
は
フ
ラ
ン
ス
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
口
に
し
た
日
本
酒
。

そ
の
奥
深
さ
に
す
っ
か
り
心
を
奪
わ

れ
、
日
本
酒
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

る
「
伝
道
師
」
に
な
る
た
め
本
場
で

学
ぶ
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
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２
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

吉
田
酒
造
の
酒
が
、
全
国
規
模
の

新
酒
の
品
評
会
「
全
国
新
酒
鑑
評

会
」
で
８
４
５
品
の
中
か
ら
１５
回
目

と
な
る
金
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
島
国
税
局
が
管
内
の
清

酒
の
品
質
評
価
を
行
う
、「
平
成
２6

年
清
酒
鑑
評
会
」
で
は
、「
香
り
」

「
味
」「
燗
酒
」
の
全
３
部
門
に
お

い
て
最
高
位
の
優
等
賞
を
受
賞
。
２

年
連
続
で
の
全
部
門
受
賞
の
快
挙
を

達
成
し
ま
し
た
。
酒
造
り
の
確
か
な

技
術
と
品
質
が
受
賞
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。 晴れの舞台の成人式。あでやか

な振り袖と華やかなメークでいつ

もより大人びた自分に出会い、思

わず笑みがこぼれます

・撮 影 日 １月３日

・撮影場所 美容室

（安来町）

今月の表紙

「成人式前」

こうじ

麹のでき具合を確かめ

るメディさんと足立孝
とうじ

一朗杜氏（写真右）。

二
つ
の
鑑
評
会
で
吉
田
酒
造
が

戴
冠

メディさんが勤務する吉田酒造（広瀬町広瀬）
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日
本
酒
へ
の
興
味
は
酒
造
り
だ
け

で
は
尽
き
ず
、
酒
造
り
の
歴
史
や
文

化
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
現
在

こ
う
お
ん

は
、
吉
田
酒
造
で
行
っ
て
い
る
高
温

と
う

か

も
と

糖
化
酛
と
い
う
造
り
方
以
外
に
も
、

４０
〜
５０
年
ほ
ど
前
に
主
流
だ
っ
た

や
ま
は
い

き

も
と

「
山
廃
造
り
」
や
「
生
酛
造
り
」
な

ど
も
勉
強
中
。
こ
れ
ら
は
、
酸
味
が

強
く
出
る
造
り
方
。
酸
味
は
ワ
イ
ン

と
日
本
酒
の
共
通
す
る
部
分
で
あ

り
、
外
国
で
も
受
け
入
れ
て
も
ら
え

る
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
と
考
え

て
い
ま
す
。

吉
田
酒
造
に
は
、
求
人
広
告
を
見

て
訪
れ
た
の
が
縁
。
メ
デ
ィ
さ
ん
に

安
来
の
印
象
を
尋
ね
る
と
「
深
い
山

な
み
、
穏
や
か
な
川
な
ど
、
自
然
が

と
て
も
美
し
く
心
が
落
ち
着
く
場

所
。
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
に
乗
っ
て
行
っ

た
中
海
や
十
神
山
が
印
象
的
で

す
」。
安
来
で
は
、
５
年
前
に
フ
ラ

ン
ス
で
始
め
た
空
手
を
続
け
て
お

り
、
充
実
し
た
生
活
を
送
り
ま
す
。

メ
デ
ィ
さ
ん
の
指
導
に
あ
た
る
吉

田
酒
造
の
杜
氏
・
足
立
孝
一
朗
さ
ん

は
、「
い
つ
も
作
業
中
は
駆
け
足
で
、

真
摯
に
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
に
は

感
心
し
て
い
ま
す
。
酒
造
り
の
流
れ

と
、
つ
く
り
方
に
よ
っ
て
味
が
変
わ

る
酒
造
り
の
科
学
を
学
ん
で
ほ
し

い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

吉
田
酒
造
の
海
外
販
売
網
は
、
北

米
、
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
が

中
心
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
空
白
圏
の

ひ
と
つ
。メ
デ
ィ
さ
ん
の
力
で
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
販
路
拡
大
を
狙
い
ま

す
。
メ
デ
ィ
さ
ん
は
、
３
月
ま
で
酒

造
り
を
学
び
、
４
月
か
ら
は
フ
ラ
ン

ス
で
日
本
酒
の
市
場
調
査
な
ど
を
行

う
予
定
で
す
。

「
日
本
酒
は
本
当
に
美
味
い
。
こ

の
魅
力
を
世
界
中
に
届
け
た
い
」
と

意
気
込
む
メ
デ
ィ
さ
ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
安
来
の
お
酒
が
飲
め
る
日
も
近

そ
う
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
マ
ッ

サ
ン
」。
日
本
初
の
国
産
ウ
イ
ス
キ
ー

醸
造
を
実
現
さ
せ
た
マ
ッ
サ
ン
こ
と

竹
鶴
政
孝
さ
ん
と
妻
リ
タ
さ
ん
を
モ

デ
ル
に
し
た
ド
ラ
マ
で
す
。

そ
の
マ
ッ
サ
ン
と
広
瀬
出
身
の
戦

国
武
将
山
中
鹿
介
は
意
外
な
つ
な
が

り
が
あ
り
ま
す
。
竹
鶴
さ
ん
が
創
設

し
た
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
株
式
会
社

の
エ
ン
ブ
レ
ム
に
は
、
鹿
介
の
か
ぶ

と
の
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
竹
鶴
さ
ん
が
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
で
王
室
に
献
上
す
る
ウ
イ
ス

キ
ー
の
エ
ン
ブ
レ
ム
を
参
考
に
デ
ザ

イ
ン
し
、
か
ぶ
と
は
武
芸
を
意
味
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

鹿
介
は
、
主
家
再
興
に
一
生
を
捧

げ
た
不
屈
の
士
。純
国
産
ウ
イ
ス
キ
ー

造
り
に
挑
ん
だ
竹
鶴
さ
ん
は
、
数
々

の
試
練
に
挑
み
続
け
た
鹿
介
に
、
自

ら
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
心
の
支
え
に

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
中
鹿
介
と
マ
ッ
サ
ン

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ッ
サ
ン
？
安
来
で
修
行
中

フ
ラ
ン
ス
人
青
年
が
酒
造
り

仕込み作業の様子。

▲ニッカウヰスキー社のエン
ブレム。中央が鹿介のかぶと。

メ
デ
ィ
・
メ
ダ
フ
ァ
ル
さ
ん

（
広
瀬
町
広
瀬
）
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新
成
人
の
門
出
を
祝
う
式
典
・
平

成
２７
年
成
人
式
が
安
来
市
民
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
市
内
で
新
た
に
成
人
と

な
っ
た
の
は
男
１
６
３
人
・
女
１
９

３
人
の
３
５
６
人
。
こ
の
日
は
就
職

や
就
学
な
ど
で
市
外
に
住
所
を
移
し

た
人
な
ど
を
含
め
た
３
６
５
人
が
艶

や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包

み
会
場
を
彩
り
ま
し
た
。

式
典
は
、
実
行
委
員
長
の
田
邊
光

さ
ん
が
「
人
の
役
に
立
て
る
人
材
に

な
れ
る
よ
う
、
社
会
人
と
し
て
の
自

覚
・
責
任
感
を
持
ち
歩
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
述
べ
て
開
式
。
ま
た
、

あ

り

さ

井
上
安
梨
沙
さ
ん
と
佐
伯
光
子
さ
ん

が
歌
手
・
絢
香
さ
ん
の
「
虹
色
」
、

か

れ

ん

牧
野
可
蓮
さ
ん
は
西
野
カ
ナ
さ
ん
の

「
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
」
を
歌
い
、
植

じ
ょ
う
じ

田
尉
嗣
さ
ん
は
オ
カ
リ
ナ
を
演
奏
す

る
な
ど
、
新
成
人
が
式
典
を
作
り
上

げ
互
い
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

式
典
後
は
友
人
と
の
再
会
を
喜
ぶ
姿

や
、
記
念
撮
影
を
す
る
光
景
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
新
成
人
の
表
情
は
、
二

十
歳
を
迎
え
た
喜
び
と
感
謝
の
気
持

ち
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

成人になるということは、責任

を負うことです。これは悪いこと

ではなく、むしろチャンスです。

これからは自分を評

価されます。学んだ

ことを遺憾なく発揮

して、何事にも全力

で取り組みましょう。
たける

近藤 建さん

二十歳という節目を迎えて大人

の仲間入りをしました。これから

は責任をもって行動していこうと

思います。笑顔と元

気と明るさを忘れず

に夢に向かって頑張

りましょう！

井上安梨沙さん

人が自分につい

て来てくるよう

な見本になれる

人になる。

細田 亮さん

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
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夢夢
とと
期期
待待
をを
胸胸
にに

大大
人人
へへ
のの
仲仲
間間
入入
りり

安来や島根の歴

史をもっと知り

たい。まずは出

雲国風土記の原

文が読めるよう

なりたい。

田邊 光さん

(成人式実行委員長）

お金を貯めること

岩田梨乃さん（左）

責任を果たせる自立

した大人になる
な る さ

岩田愛彩さん（中）

人として強くなる
わ か な

金山和奏さん（右）

■問い合わせ

地域振興課 ℡２３‐３０７０

仕事をがんばってラ

イブにたくさん行く！

佐川理菜さん（左）

幼稚園の教員になる

難波亜也加さん（中）

元気な保育所の先生

になりたい！

中西沙織さん（右）

２２００歳歳ののメメッッセセーージジ※一部抜粋

責任を負うことはチャンス

夢に向かってがんばろう

二十歳は人生の

節目。どんな環

境でも１００％の

力が発揮できる

ようにがんばり

ます。
も と き

細田基祈さん

広報やすぎ ２０１５年２月４



昨
年
８
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
い

た
消
防
本
部
新
庁
舎
の
建
築
工
事
が

１２
月
１５
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
２
月
１２
日
㈭
に
竣
工
式

を
行
い
、
２
月
１９
日
㈭
か
ら
消
防
署

機
能
を
新
庁
舎
へ
移
転
し
業
務
を
始

め
、
４
月
１
日
㈬
に
は
消
防
本
部
機

能
を
移
し
て
、
全
て
の
消
防
業
務
を

新
庁
舎
で
開
始
す
る
予
定
で
す
。

※
消
防
署
機
能
…
火
災
・
救
急
・
救

助
な
ど
の
業
務
機
能

※
消
防
本
部
機
能
…
消
防
総
務
課
、

予
防
課
、
警
防
課
な
ど
の
事
務
機
能

火
災
・
救
急
な
ど
の
１
１
９
番
受

付
は
、
安
来
市
消
防
署
、
広
瀬
・
伯

太
分
署
そ
れ
ぞ
れ
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
２
月
１９
日
か
ら
新
庁
舎
の
通

信
指
令
室
で
一
括
し
て
行
い
ま
す
。

緊
急
車
両
も
新
庁
舎
に
配
置
し
、
火

災
・
救
急
な
ど
に
備
え
ま
す
。

安
来
市
飯
島
町
７
１
１
番
地
１

℡
２２‐

０
１
１
９
（
代
表
）

消
防
署
の
運
用
開
始
前
に
、
市
民

を
対
象
と
す
る
見
学
会
を
開
催
し
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
、
新

消
防
庁
舎
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。
多
数
の
来
署

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

２
月
１４
日
㈯
・
１５
日
㈰
両
日

と
も
１０
時
〜
・
１３
時
〜（
約
２
時
間
）

■問い合わせ 消防総務課℡２３‐３４１０

消消防防本本部部新新庁庁舎舎がが完完成成
２２月月１１９９日日かからら一一部部のの業業務務をを開開始始ししまますす

▲車庫内に整備した排煙設備。

車両の排ガスを浄化します。

■

所
在
地

■

新
庁
舎
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

▲仮眠室（21 室）。全て個室で、

女性専用の２室を新たに整備。

１
１
９
番
受
付
は
２
月
１９
日

か
ら
新
庁
舎
で
行
い
ま
す

▲救急訓練室は、Ａ

ＥＤ救命講習会など

に利用できます。

▲整備中の通信指令室。24 時間

体制で業務に当たります。高機能

消防指令システムで 119 番受付

を一括管理し、迅速・的確な指

令・出動体制を構築します。

・３台の 50 型モニターには、緊

急車両の活動状況などを表示。

・指令台のディスプレーには、通

報場所・災害種別・出動車両などを

表示。

緊急車両の出入りは国道９号側

から行います。

米
子
方
面

所在地

伯
太
川

安来球場

第一中学校

消消防防新新庁庁舎舎

国道９号

吉
田
川

松
江
方
面

５広報やすぎ ２０１５年２月



精
密
鋳
造
品
の
製
造
販
売

を
行
う
株
式
会
社
日
立
メ
タ

ル
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
（
本
社
東

京
都
、
服
部
高
志
社
長
）が
、

島
根
県
か
ら
立
地
計
画
の
認

定
を
受
け
、
安
来
事
業
所（
飯

島
町
）
の
設
備
投
資
を
す
る

た
め
１２
月
２２
日
、
島
根
県
庁

で
立
地
計
画
認
定
書
の
交
付

お
よ
び
覚
書
へ
の
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

日
立
メ
タ
ル
プ
レ
シ
ジ
ョ

ン
は
、
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
の

過
給
器
（
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー

ジ
ャ
ー
）
の
タ
ー
ビ
ン
ホ

イ
ー
ル
製
造
で
は
世
界
シ
ェ

ア
３０
％
を
誇
る
企
業
で
す
。
同
社
は
、
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
の
小
型
化
・
小

排
気
量
化
・
省
燃
費
化
の
流
れ

で
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
の
需

要
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

安
来
事
業
所
内
に
タ
ー
ビ
ン
ホ

イ
ー
ル
の
生
産
ラ
イ
ン
の
増
強

を
図
り
ま
す
。

平
成
２７
年
７
月
に
操
業
を
開

始
し
、
操
業
開
始
後
３
年
間
で

２０
人
を
新
規
雇
用
す
る
計
画
で
す
。

こ
の
投
資
に
対
し
、
安
来
市

は
立
地
奨
励
金
お
よ
び
雇
用
促

進
奨
励
金
を
助
成
し
ま
す
。

中
海
干
拓
地
の
調
整

池
（
穂
日
島
町
）
に
大

規
模
な
太
陽
光
発
電
所

（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
が

完
成
し
、
１２
月
１１
日
に
開
所
式
が

開
か
れ
ま
し
た
。

安
来
市
土
地
改
良
区
の
所
有
地

を
「
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
安
来
」

が
借
り
受
け
整
備
。
調
整
池
の
約

１
万
３
千
平
方
㍍
の
広
大
な
水
面

に
４
４
８
０
枚
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
最
大
出
力

は
千
㌔
㍗
で
一
般
家
庭
の
３
０
０

世
帯
分
の
電
力
を
供
給
し
ま
す
。

道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ
に
は
発
電

状
況
を
表
示
す
る
モ
ニ
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
史
跡
「
月
山
富
田
城
跡
」
の
千

畳
平
で
１２
月
7
日
、
安
来
市
教
育
委

員
会
が
平
成
２５
年
度
か
ら
行
っ
て
い

る
発
掘
調
査
の
現
地
説
明
会
が
開
催

さ
れ
、
歴
史
フ
ァ
ン
や
市
民
ら
約
３０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
初

期
の
富
田
城
の
破
却
時
の
日
用
品
や
、

し
ゃ
ち
ほ
こ
や
鬼
瓦
を
は
じ
め
と
し

た
多
量
の
瓦
が
出
土
。
ま
た
、
安
土

桃
山
時
代
に
築
か
れ
た
と
見
ら
れ
る

大
規
模
な
石
垣
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
文
化
課
の
舟
木
主
幹
は
出
土
し

た
石
垣
を
「
ほ
か
の
も
の
よ
り
丁
寧

に
築
か
れ
て
お
り
、
見
栄
え
を
意
識

し
て
作
ら
れ
て
い
る
」
と
話
し
、
当

時
、
城
下
町
か
ら
見
え
る
位
置
に

あ
っ
た
千
畳
平
に
き
れ
い
な
石
垣
が

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
富
田
城
跡
で
の
調
査
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
平
成
２７
年
度

か
ら
整
備
に
と
り
か
か
り
、
付
加
価

値
を
高
め
地
域
資
源
と
し
て
活
用
す

る
予
定
で
す
。

水水上上ででメメガガソソーーララーー始始動動
最最大大発発電電量量１１００００００キキロロワワッットト

日日立立メメタタルルププレレシシジジョョンンとと
企企業業立立地地にに関関すするる覚覚書書をを調調印印

▲

調
印
式
の
様
子
。（
写
真
左

か
ら
、
溝
口
知
事
、
服
部
高

志
社
長
、
近
藤
市
長
）

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを

お伝えします

▲

設
置
さ
れ
た
水
上

型
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
。

▼
近
藤
市
長
ら
関
係

者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。

富富田田城城跡跡にに新新たたなな石石垣垣発発掘掘

千千畳畳平平のの調調査査報報告告

広報やすぎ ２０１５年２月６



【アンケート調査の概要】

●調査対象…市街地循環バス運行区間内の人

（汐手が丘・新十神・東十神・和田団地・わらび谷団地）

●調査方法…自治会長を通じて広報紙にあわせて配布・

郵送回収。

●調査期間…平成２６年１１月２０日㈭～１２月１６日㈫

市街地循環バスについては、おおむね良い評価を得た一方、路線を縮小した「買い物バス」

については、さまざまなご意見をいただきました。

アンケート回収率２７．８％

１０月１日～１１月３０日にかけて、市街地を中心にイエローバスの社会実験を行い、周辺の住民

を対象にアンケートを実施しました。今回は実験の一つである「市街地循環バス」についての調査

結果の一部をご紹介します。調査結果を元に検証を行い、新たなバスの運行に反映していきます。

●買い物バスのルートが変わったので、商業施設の利用が不便になった。

●買い物バスと市街地循環バスの接続場所がわからなかった。

●市街地循環バス利用についてのＰＲが足らない。

●イベントなどでの駐車場不足を解消するため、バス利用をPRしてはどうか。

●市街地循環バスを通常運行バスとしてこれからも継続してほしい。

●（買い物バスは）今はバスに乗らない人でも将来利用する可能性は高い。また、

外出する手段がない人たちのために今後も運行してほしい。

・調査対象となった団地の約２割の

人に市街地循環バスをご利用いただ

きました。

・市街地循環バスの必要性について

は、７割以上の人が「必要である」

と回答しています。

アンケート調査にご回答いただいた

人では、４割以上がサービスに満足

という回答をいただきました。

イエローバスの社会実験が終わりました
「市街地循環バス」についてアンケートの一部を紹介します

利用者から次のようなご意見が寄せられました

シリーズ 安安来来のの公公共共交交通通がが変変わわりりまますす④④

◆

問「市街地循環バス」の総合的な満足度※市街地循環バス利用者のみ回答

１００％

１００％

１００％

果果

不満
５．５％

必要でない3.6%

運行していることも知らなかった

12.3％

7.2%

あまり必要でない

結結

やや不満
22.2%

12.4%

８０％

８０％

８０％

査査
問「市街地循環バス」を利用されましたか？

問「市街地循環バス」の必要性について

どちらでもない

まあ必要である
16.5％

調調

特に必要ないので利用しない
60.3%

【社会実験】

● 「市街地循環バス」の運行

安来駅や病院、商業施設など集客施設

と、和田団地などの住宅地を中心に運行。

通常の買い物バスの運行ルートを縮小し

て便数を増便しました。

どちらでもない
27.8%

６０％

６０％

６０％

◆

４０％

４０％

４０％

やや満足
16.7%

必要である
60.3％

利用したいが利用できない

7.3％

２０％

２０％

２０％

満足
27.8％

利用した
20.1％

■
問
い
合
わ
せ

市
民
参
画
課

℡
２３‐

３
０
６
９

０％

０％

０％

７広報やすぎ ２０１５年２月



前

座

出

講

担当課

財政課

市民会館開館準備室

給食センター開設準備室

地域振興課

危機管理課

建築住宅課

環境政策課

環境政策課

市民相談室

建築住宅課

地域振興課

子ども未来課

いきいき健康課

福祉課

福祉課

市民参画課

文化課

講 座 名

安来市の財政状況

新しい市民会館（仮称）の概要

安来市給食センターの概要

スポーツ推進計画

自主防災組織とその活動

安来市建築物耐震改修促進計画

安来市のごみ量とその行方

地球温暖化対策講座

悪徳商法撃退方法について

住宅の各種支援制度について

子育てについて楽しく語り合
おう「親学プログラム」

子育て支援講座

働き盛り世代の健康づくり講座

安来市地域福祉計画について

生活と福祉

安来市の国際交流について

戦国時代の安来の歴史を学ぼう

ま
ち
づ
く
り

防
災

く
ら
し

子
育
て

健
康

福
祉

文
化

担当課

人権施策推進課

人権施策推進課

人権施策推進課

人権施策推進課

人権施策推進課

人権施策推進課

人権施策推進課

講 座 名

ビデオフォーラム 夢のつづき

「インターネットって便利かな」
（子どもの人権）

「自分らしく輝きたい」
（高齢者の人権）

「京都にタイムスリップ！」
（同和問題）

「ハンディキャップをこえて」
（障がい者の人権）

妻と夫のやさしい関係づくり

男女共同参画社会へ
「ちょんぼしかわらいや」

人

権

講座の詳細については市のホームページでご覧いただく

か、市民参画課までお問い合わせください。

市長と語ろう！まちづくり座談会

市長が、市のビジョンや主要事業など目指すまち

づくりについて直接説明します。

■問い合わせ…秘書課℡２３‐３０１１

職員が地域にでかけて、市民の皆さんの
知りたい、聞きたい、学びたいに答えます。

申込者（10人以上の団体・グループ）

出
前
講
座
開
催

担当課

資料は準備します

市政や公的な制度について理解を深めていただくため、

市の職員が皆さんの元を訪ねて講師として説明する出前講

座を行っています。

今年度は、新たに１０講座を増やしメニューが多彩にな

りました。ぜひご利用ください。また、市長が直接、市民

の皆さんにお話するまちづくり座談会もあります。

打
ち
合
わ
せ

申込みまでの流れ

■申込み・問い合わせ…市民参画課℡２３‐３０６７

担当課と調整して、
実施の可否を決定

市民参画課

結
果
の
お
知
ら
せ

申
込
み

（
２０
日
前
ま
で
）

■対象

おおむね１０人以上の団体・グループなど

■開催日時

原則平日９時～１７時までの間で２時間以内

■開催会場

会場は公共的な施設で申請団体が用意

■申込方法

希望する講座、開催日、会場を決め、申込

書を市民参画課まで提出ください。

※申込書はホームページからダウンロード

するか、市民参画課から郵送します。

■講座メニュー

広報やすぎ ２０１５年２月８



●
人
づ
く
り
事
業

子
ど
も
の
健
全
育
成
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
会
・
体
験
学
習
な
ど

●
ま
ち
づ
く
り
事
業

地
域
お
こ
し
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

●
国
際
交
流
事
業

姉
妹
都
市
交
流
、
国
際
理
解
や
外

国
人
と
の
友
情
を
は
ぐ
く
む
国
際
交

流
教
室
な
ど

●
文
化
振
興
事
業

映
画
鑑
賞
、
演
劇
、
展
覧
会
な
ど

の
文
化
的
催
し
な
ど

●
環
境
美
化
事
業

環
境
美
化
、環
境
意
識
の
啓
発
な
ど

●
地
域
文
化
・
歴
史
記
録
保
存
事
業

郷
土
史
等
の
編
さ
ん

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業

集
落
等
の
維
持
・
再
生
の
た
め
に

立
ち
上
げ
た
催
し
な
ど

●
社
会
貢
献
活
動
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
た
め

の
備
品
の
整
備

※
た
だ
し
、
次
に
あ
げ
る
も
の
は
対

象
と
し
ま
せ
ん

①
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を

除
く
）
が
行
う
も
の

②
営
利
目
的
、
政
治
や
宗
教
と
の
つ

な
が
り
が
認
め
ら
れ
る
も
の

③
す
で
に
こ
の
補
助
金
の
助
成
を
３

カ
年
受
け
た
も
の

④
総
事
業
費
が
１０
万
円
未
満
の
も
の

⑤
通
常
の
交
流
セ
ン
タ
ー
活
動

⑥
市
の
他
の
助
成
を
受
け
て
い
る
も
の

⑦
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
の

祭
り
や
自
治
会
の
行
事
な
ど

対
象
と
な
る
団
体

市
内
に
所
在
す
る
民
間
団
体
。

補
助
金
の
額

・
通
常
は
補
助
対
象
事
業
費
の
３
分

の
２
以
内
で
限
度
額
１
０
０
万
円

・
地
域
文
化
・
歴
史
記
録
保
存
事
業

に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象
事
業
費
の

３
分
の
１
以
内
で
限
度
額
１
０
０
万

円※
事
業
内
容
ま
た
は
、
事
業
経
費
の

中
に
は
補
助
の
対
象
外
に
な
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

※
事
業
内
容
か
ら
前
金
払
い
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
交
付
決
定

額
の
３
割
以
内
で
交
付
し
ま
す
。

平
成
２７
年
度
の
募
集

第
１
次
募
集
期
間
は
２
月
２
日
〜

２
月
２７
日
で
、
４
月
か
ら
開
始
す
る

事
業
が
対
象
。

※
市
議
会
３
月
定
例
会
で
平
成
２７
年

度
予
算
の
議
決
が
必
要
な
た
め
、
交

付
決
定
は
４
月
１
日
以
降
で
す
。

申
請
方
法

申
請
に
必
要
な
書
式
を
市
民
参
画

課
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
い
た

だ
き
、
市
民
参
画
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
し
た
い
人
は
、
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

安来市では、市民の皆さんが参加する団体やグループが行う主体的・創造的な活動を支援し、活

力のある地域づくりを推進しています。

こ
ん
な
事
業
が
対
象
で
す

地地域域トトラライイアアンンググルル事事業業補補助助金金
をを活活用用くくだだささいい

■ 申込み・問い合わせ…市民参画課 ℡２３‐３０６７

市市民民のの皆皆ささんん主主体体のの事事業業をを応応援援ししまますす

平成２６年度の活用例

舩川利夫を聴く・知るコンサート

安来出身の作曲家・舩川利夫氏

をしのび盛大に開催されました

やすぎ野球教室２０１４

子どもたちが元プロ野球選手か

ら直接指導を受けました

９広報やすぎ ２０１５年２月



①
自
営
業
（
製
造
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
・
建
設
業
な
ど
）
や
農
業
な
ど
の

事
業
収
入
が
あ
る
人
。

②
家
賃
・
地
代
な
ど
の
不
動
産
収
入

や
、
土
地
・
建
物
な
ど
の
譲
渡
収
入

が
あ
る
人
。

③
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

▽
平
成
２６
年
中
に
退
職
な
ど
に
よ
り

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人
。

▽
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
人
。

▽
ア
ル
バ
イ
ト
、
内
職
、
日
々
雇
用

の
人
で
、
給
与
か
ら
税
金
が
引
か
れ

て
い
な
い
人
。

▽
満
期
保
険
金
な
ど
の
受
け
取
り

（
一
時
所
得
）
や
定
期
年
金
な
ど
の

個
人
年
金
（
一
般
雑
所
得
）
収
入
が

あ
る
人
。

▽
医
療
費
控
除
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
。

④
年
金
収
入
の
み
で
、
所
得
税
の
精

算
が
必
要
な
人
。

〈
注
意
点
〉

公
的
年
金
等
の
収
入

が
４
０
０
万
円
以
下
の
場
合
、
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
を
除
い
た
所

得
額
が
２０
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
医
療
費
控
除
な
ど
で
還
付
を
受
け

る
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
が
な

く
て
も
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除（
社

会
保
険
料
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
）
を
除
く

各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

や
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
市
県
民

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

⑤
前
記
①
〜
④
以
外
で
、
課
税
の
対

象
と
な
る
収
入
が
あ
る
人
。（
法
律

－問い合わせ－

申
告
受
付
期
間
は
、
２
月
１６
日
㈪
か
ら
３
月
１６
日
㈪
ま
で

で
す
。
３
月
に
な
る
と
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
早
め
に
申
告
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と
…

松
江
税
務
署

℡
０
８
５
２‐

２１‐

７
７
１
１
（
代
表
）

※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
に
関
す
る
こ
と
…

税
務
課
市
民
税

℡
２３‐

３
０
４
０

所得税の確定申告・市県民税 兼 国民健康保険税の申告が始まります

税の申告は期限内に

申
告
会
場

所
得
税
の
確
定
申
告
・

市
県
民
税
兼
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

申告期間…２月１６日㈪～３月１６日㈪
９時～１６時 ※土日を除く。

申
告
が
必
要
な
人

《
安
来
会
場
》
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

※
３
月
８
日
㈰
と
３
月
１５
日
㈰
は
休
日
受
付
を
実
施
。

《
広
瀬
会
場
》
広
瀬
庁
舎

１
階

《
伯
太
会
場
》
伯
太
庁
舎

市
民
ホ
ー
ル

●
分
離
課
税
申
告
、
損
失
申
告
は
３
月
２
日
か
ら
安
来
会

場
（
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
）
の
み
で
受
け
付
け
ま
す
。

《
松
江
会
場
》
く
に
び
き
メ
ッ
セ

（
松
江
市
学
園
南
１‐

２‐

１
）

※
２
月
２２
日
㈰
と
３
月
１
日
㈰
は
休
日
受
付
を
実
施
。

●
松
江
会
場
で
は
、
所
得
税
の
申
告
の
み
を
受
け
付
け
ま

す
。

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
で
す
。

所
得
税
の
還
付
（
払
い
戻
し
）
申
告

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

※
受
付
期
間
は
、
２
月
４
日
㈬
〜
２
月
１３
日
㈮（
祝
日
除
く
）

受
付
時
間
９
時
〜
１６
時

松
江
税
務
署
（
松
江
市
向
島
町
１
３
４‐

１０
）

※
受
付
期
間
は
、
１
月
５
日
㈪
〜
２
月
１３
日
㈮

受
付
時
間
８
時
３０
分
〜
１７
時

イ

ー

タ

ッ

ク

ス

右
記
の
申
告
会
場
に
は
、
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申

告
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
申
告
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

広報やすぎ ２０１５年２月１０



に
よ
り
申
告
義
務
が
免
除
さ
れ
て
い

る
所
得
が
あ
る
人
を
除
く
）

●
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
加
入
者
は
、
収
入
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

※
遺
族
年
金
や
障
害
者
年
金
な
ど
の

非
課
税
年
金
の
み
を
受
給
し
、
配
偶

者
控
除
や
扶
養
控
除
の
該
当
で
な
い

人
も
申
告
が
必
要
で
す
。

今
回
の
申
告
は
、
国
民
健
康
保
険

税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
申

告
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

収
入
が
わ
ず
か
で
も
、
申
告
が
な

い
と
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
措
置
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
証
明
な
ど
が
必
要
な

場
合
に
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
申
告
は
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

伯太庁舎

9時～16 時

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

広瀬庁舎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

安来会場

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○（税務署）

○（税務署）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

出張相談会場

9時 30 分～16 時

・赤屋●交

・東比田●交

・宇波●交（午前）
・山佐●交（午後）

・奥田原●交（午前）
・西谷●交（午後）

・布部●交

・ＪＡやすぎあかえ支所

・ＪＡやすぎみなみ支所

（くにびきメッセ休日受付）

・比田●交

（くにびきメッセ休日受付）

会 場

受付時間

２月１６日㈪

１７日㈫

１８日㈬

１９日㈭

２０日㈮

２１日㈯

２２日㈰

２３日㈪

２４日㈫

２５日㈬

２６日㈭

２７日㈮

２８日㈯

３月１日㈰

２日㈪

３日㈫

４日㈬

５日㈭

６日㈮

７日㈯

８日㈰

９日㈪

１０日㈫

１１日㈬

１２日㈭

１３日㈮

１４日㈯

１５日㈰

１６日㈪

市民会館閉館に伴い、安来の申
告会場が変更となります。お間違
いのないようにご注意ください。

安来会場は安来市学習訓練
センターに変更となります

申
告
を
し
な
い
と

ジョイ
フル

学習訓練
センター

安来
警察署

至
松
江

■●交は「交流センター」の略。
■（税務署）は、「松江税務署職員と税理士による相談・申告受付日」

の略。

■くにびきメッセ（松江市）でも申告会場が設けられます。

※期間は、２月 16日㈪～３月 16日㈪の平日、２月 22日㈰、

３月１日㈰。

■３月 8日㈰・15日㈰は学習訓練センターで休日受付

を行います。

平成２７年度市県民税・平成２６年分所得税申告カレンダー

１１広報やすぎ ２０１５年２月



■

共
通

■

①
印
鑑
（
認
印
で
可
）

②
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
コ

ピ
ー
不
可
）

③
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
所

得
計
算
の
基
礎
と
な
る
書
類

④
税
務
署
か
ら
申
告
書
な
ど
が
送
ら

れ
て
き
た
場
合
は
そ
の
申
告
書
な
ど

⑤
申
告
者
名
義
の
預
金
通
帳
な
ど
の

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
口
座
納

付
ま
た
は
還
付
の
た
め
）

⑥
前
年
の
控
え
書
類
一
式
（
市
の
申

告
会
場
で
申
告
を
し
た
場
合
）

■

控
除
の
種
類
に
よ
り
異
な
る
も

の

■

各
種
保
険
料
控
除

①
国
民
年
金
保
険
料
や
国
民
年
金
基

金
掛
金
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機

構
が
発
行
す
る
証
明
書
ま
た
は
領
収

書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

②
生
命
保
険
料
や
介
護
医
療
保
険

料
、
地
震
保
険
料
な
ど
は
、
保
険
会

社
な
ど
が
発
行
す
る
平
成
２６
年
中
に

支
払
っ
た
控
除
証
明
書
が
必
要
で
す
。

医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
人

自
分
や
家
族
の
た
め
に
支
払
っ
た

医
療
費
は
、
医
療
費
控
除
と
し
て
所

得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
得
の
５
％
の
金
額
、
も
し
く
は
１０

万
円
の
ど
ち
ら
か
低
い
方
の
額
を
超

え
た
金
額
が
対
象
で
す
。
※
予
防
、

美
容
な
ど
が
目
的
の
も
の
は
除
き
ま

す
。平

成
２６
年
中
の
医
療
費
な
ど
の
領

収
書
は
、
医
療
を
受
け
た
人
ご
と
に

集
計
し
て
か
ら
申
告
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
（
高
額
療
養
費
や
生
命
保

険
な
ど
の
給
付
金
が
あ
る
場
合
も
支

給
を
受
け
た
人
ご
と
に
集
計
し
て
く

だ
さ
い
）
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

場
合
は
証
明
書
が
必
要
で
す

要
介
護
者
の
お
む
つ
代
の
医
療
費

控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
師
が
発
行

す
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

な
お
、
次
の
①
と
②
の
両
方
に
該

当
す
る
人
は
、
市
が
発
行
す
る
証
明

書
で
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
の
が
２
年
目
以
降
と
な
る
人
。

②
「
介
護
保
険
主
治
医
意
見
書
」
に

よ
り
、「
寝
た
き
り
」
と
「
尿
失
禁
」

が
確
認
で
き
る
場
合
。

※
証
明
書
は
、
高
齢
者
安
心
課
（
広

瀬
庁
舎
）
ま
た
は
、
市
民
課
福
祉
健

康
窓
口
（
安
来
庁
舎
）
、
伯
太
地
域

セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
安
心
課

℡
２３‐

３
２
９
０

平
成
２６
年
中
に
納
付
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険

税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険

料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

１
月
下
旬
に
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
）
に
て
納
付
さ
れ
た
額
を
通
知
し
ま
す
。
所
得
税
確
定
申
告
や
市
県
民

税
申
告
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

２月１６日㈪から３月１６日㈪まで

所得税確定申告・市県民税（兼国民健康保険税）申告

平平
成成
２２６６
年年
中中
にに
国国
民民
健健
康康
保保
険険
税税
・・
後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療

保保
険険
料料
・・
介介
護護
保保
険険
料料
をを
納納
付付
ささ
れれ
たた
人人

申
告
に
必
要
な
も
の

事
前
に
書
類
の
準
備
や
領
収
証
な

ど
の
集
計
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
は
納
税
義
務
者
で
あ
る
世
帯
主
に
通
知
し
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
被
保
険
者
ご
と
に
通
知
し
ま
す
。

●
介
護
保
険
料
は
、
第
１
号
被
保
険
者
（
６５
歳
以
上
の
人
）
に
通
知
し

ま
す
。

●
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
引
き
去
り
）
さ
れ
た
国
民
健
康
保

険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険
料
は
、
年
金
保
険

者
（
日
本
年
金
機
構
等
）
か
ら
送
付
さ
れ
る
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
の
通
知
書
は
申
告
書
へ
の
添
付
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

・
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

納
税
課
℡
２３‐

３
０
４
３

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
５

・
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

高
齢
者
安
心
課
℡
２３‐

３
２
９
３
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介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
障
害

者
控
除

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な

く
て
も
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
、「
寝
た
き
り
度
」「
認
知
症

自
立
度
」
の
程
度
に
よ
り
、
障
害
者

控
除
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
人
が
障
害
者
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
市
が
発
行
す
る
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
認
定
書
の
申
請
受
付
窓
口
は
、
高

齢
者
安
心
課（
広
瀬
庁
舎
）
ま
た
は
、

市
民
課
福
祉
健
康
窓
口
（
安
来
庁

舎
）
、
伯
太
地
域
セ
ン
タ
ー
（
伯
太

庁
舎
）
で
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
安
心
課

℡
２３‐

３
２
２
３

■

お
願
い

■

農
業
所
得
を
申
告
す
る
人

農
業
所
得
を
申
告
す
る
人
は
、
領

収
書
な
ど
を
経
費
項
目
ご
と
に
集
計

し
、
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て
か
ら

申
告
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
減
価
償
却
台
帳
は
、
市
で
は
管
理

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
個
々
で
作

成
・
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
減
価
償
却
費
自
動
計
算
エ
ク
セ
ル

シ
ー
ト
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

営
業
・
不
動
産
所
得
を
申
告
す
る
人

営
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
不
動
産

所
得
を
申
告
す
る
人
は
、
領
収
書
な

ど
を
集
計
し
、
収
支
内
訳
書
を
作
成

し
て
か
ら
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う
税

負
担
を
緩
和
す
る
観
点
か
ら
、
住

宅
ロ
ー
ン
減
税
が
平
成
２６
年
１
月

か
ら
平
成
２９
年
１２
月
ま
で
４
年
間

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成

２６
年
４
月
か
ら
平
成
２９
年
１２
月
ま

で
に
居
住
を
開
始
し
た
人
で
、
住

宅
取
得
に
か
か
る
消
費
税
等
の
税

率
が
８
％
ま
た
は
１０
％
の
場
合

は
、
控
除
限
度
額
が
以
下
の
と
お

り
拡
充
さ
れ
ま
す
。

平
成
２６
年
１
月
１
日
か
ら
上
場
株

式
等
の
配
当
・
譲
渡
所
得
等
に
つ
い

て
は
、
軽
減
税
率
の
特
例
が
廃
止
さ

れ
、
本
則
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

税
率

所
得
税
１５
％
（
復
興

特
別
所
得
税
加
算
後
１５
・
３

１
５
%
）
、
住
民
税
５
％

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
拡
充

と
、
市
県
民
税
か
ら
の
控
除

限
度
額
の
拡
充

上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
所

得
等
に
お
け
る
軽
減
税
率
の
特

例
措
置
の
廃
止

控除限度額

所得税の課税総所得金額等×５％

（上限 ９７，５００円）

所得税の課税総所得金額等×５％

（上限 ９７，５００円）

所得税の課税総所得金額等×７％

（上限１３６，５００円）

※消費税等の税率が５％で契約して

いる場合の上限は９７，５００円です。

居住開始年月

～平成２５年１２月

～平成２６年３月

平成２６年４月

～平成２９年１２月

改正前
（現行）

改正後

※所得税の住宅ローン控除可能額のうち所得税から控除しきれなかっ

た額は上記の控除限度額の範囲内で市県民税から控除されます。

平
成
２６
年
分
の
申
告
に
お
け
る

主
な
改
正
点

復興特別所得税の創設

国税庁のホームページに

ある「確定申告等作成コー

ナー」では、画面の案内に従って金

額等を入力すれば、税額などが自動

計算され、簡単に確定申告書を作成

することができます。
イータックス

作成した申告書は e‐Tax で送信

や、印刷して郵送等で提出すること

ができます。

e-Tax は、インターネットで申告

や納税、申請・届出などの手続がで

きるシステムです。詳しくは税務署

までお問い合わせください。

●問い合わせ

松江税務署

℡０８５２‐２１‐７７１１

・東日本大震災からの復興施策を

実施するために「復興特別所得税」

が創設されました。

対象者 所得税及び源泉所得税の

納税義務者

対象期間 平成２５年１月から平成

４９年１２月

税額計算 基準所得税額 × ２．１％

申告書の作成は、便利な

確定申告書等作成コーナー

をご利用ください

１３広報やすぎ ２０１５年２月



日本一を決める第 90 回天皇杯（男子）全日本

総合バスケットボール選手権大会（１月１日～12
ト ー タ ル

日、会場：東京都）に出場する「ＴＯＴＡＬ－
ク ラ ブ

ＣＬＵＢ」が 12 月 18 日、出場報告のため近藤市

長を訪れました。

同クラブは、有限会社トータルクリーン（安来

市西赤江町）の社員が主体のチーム。11 月に岡

山県で行われた中国総合選手権で初優勝し、全日

本大会への出場権を獲得。安来市からは初めて

で、島根県からは 8年ぶりの出場となります。

ヘッドコーチの澤田さんは、「全国大会出場を

きっかけに、安来のバスケットボールが活性化し

てほしい。１回戦突破をめざす」と力強く話しま

した。

伯太町母里の伝統行事「ホトホト神事」が 1月 5日

に行われました。この日、日が落ちると獅子が、「ホー

トホトホト」のかけ声と太鼓の音とともに、母里の約

100軒の家々を巡り、家内安全や無病息災を願いました。

この行事は、天保年間（1830 年～1844 年）から続

いており、小正月に訪れる人が戸をたたく音から「ホ

トホト」と唱えるようになったといいます。獅子に子

どもが頭をかまれるとご利益があるとされ、各家庭で

は順番に頭を差し出す姿が見られました。

獅子に頭をかんでもらった小松原優真くん（母里小

6年）は「４月に中学生になる。勉強や野球をがんば

り良い年にしたい」と抱負を語ってい

ました。

▲ＴＯＴＡＬ‐ＣＬＵＢの皆さん。写真左から：
さげ

福岡裕喜選手、澤田光男ヘッドコーチ、右は提
しま

嶋俊介選手。

※１月１日に行われた１回戦では、前半リード

を奪うなど善戦しましたが、62 対 74 で強豪の

和歌山クラブに惜敗しました。

▲「元気な子に」と祈りを込め獅子に頭をか

ませる父親。

広報やすぎ ２０１５年２月１４



飯島町の小林電機株式会社（小林一夫社長）と、情
さ な

報科学高校２年の矢田千春さん、安達紗奈さんが、同

社が生産する高糖度トマトのパッケージと、そのトマ

トを使用したスイーツを共同開発し、12 月 25 日に近

藤市長に披露しました。

これは生産者が加工・販売まで一体的に行う６次産

業化を支援する県の「しまろく事業」を活用したもの

で、若手の自由な発想を取り入れようと、小林電機が

情報科学高校に協力を依頼。矢田さんが考案した原案

を元に、安達さんがパソコンでパッケージデザインを

具現化し、松江市内のホテルがムースやジュレなどの

スイーツ４品を試作しました。

この日のトマトのスイーツの試食会では、「酸味が

少なく甘くておいしい」、「しっかりとトマトの味があ

りおいしい」など好評で、今年中に商品化を目指しま

す。

人権を身近なものとして学び、正しく理解しても

らおうと 12 月 6 日、人権フェスティバル「つなげ

て未来や 2014 in やすぎ」が安来節演芸館で開かれ

ました。

ステージでは、人権をテーマにした講演会などに

出演する“ちひろ”さん（歌手・作曲家）によるトーク

＆コンサートがありました。ちひろさんは、童謡詩

人金子みすゞの詩に曲をつけ歌うことで、「人と人

とのつながりの大切さ、命の尊さなどを伝えたい」

と話しました。

第二中学校の生徒による少年の主張、島根総合福

祉専門学校の学生による福祉体験コーナー、パネル

展示、啓発チラシ配布など多彩な催しがあり、人権

について考える良い機会となりました。

▲

一
日
人
権
擁
護
委
員
の
委

嘱
を
受
け
た
市
内
の
小
学
生

に
よ
る
チ
ラ
シ
配
布
。

▲
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと

地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。

皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

（上）左から矢田千春さん、

安達紗奈さん。

（下）安達さんがトマトの
ご

名称を「ほんそ娘」と考案。

「ほんそご」は出雲地方の

方言で“最愛の子”。

１５広報やすぎ ２０１５年２月



歳末の市として恒例の母里市が 12 月 25 日、はくた

文化学習館周辺で開かれ、野菜や鮮魚、しめ縄など正

月用品を買い求める人でにぎわいました。

母里市は、母里藩が町の活性化のため江戸時代に始

めた伝統行事。人出が少なくなった市で、老夫人にや

まんばの姿をさせ、人々にお金を配り、活気づけたこ

とから「やまんば祭」と言われています。今年もお面

を付け着物姿のやまんばが登場し、来場者にあめや福

引券などを配って歩き祭りを盛り上げました。

初めて訪れた後藤孝司さん（出雲市）は、「運営する

地元の人たちの熱心さが伝わってきて良かった」と話

しました。

赤屋元旦マラソン大会が１月１日、赤屋交流セン

ターを発着点に行われ、地区住民ら 33 人が参加し

ました。61 回目を数えるこの大会は、年の初めにす

がすがしい汗をかき、健康な１年を過ごそうと毎年

行われています。参加者は５㌢ほど積もった雪の

中、ランニングやウオーキングを楽しみました。

家族で参加した安田勝文さん（安来町）は、「気

持ちよく走れた。ことしも良い１年になりそう」と
のぶとし

話しました。主催する赤屋地区体育協会の山本誠明

会長は、「天候が悪くても毎年実施してきた地区の

恒例行事。今後も多くの人に参加してもらい、健康

な１年を過ごしてほしい」と大会を締めくくりました。

日本プロバスケットボールリーグ（ｂｊリーグ）の

公式戦が 12 月 21 日に安来市民体育館で開催され、島

根スサノオマジックと高松ファイブアローズが対戦し

ました。

スサノオマジックは試合開始早々に先制点をあげる

と、勢いに乗り次々と得点。応援に詰めかけた 1051 人

の声援も後押しし、108 対 78 で高松を圧倒しました。

ボランティアで参加した第一中学校バスケットボー

ル部の沼田陸斗くん（１年生）は、「ブラウン選手（ス

サノオマジック）のリバウンドの高さがすごかった」

と驚いた様子で話していました。

ハーフタイムでは、安来市出身の作曲家・ナディア
いと

（田部由美子）さんによる市の歌「愛し ふるさと

安来」の披露や、あらエッサくんが登場

して、会場を盛り上げました。

▲赤屋のまちをゴールに向けて走る参加者。

▲豪快なダンクシュートを決めるスサノオ

マジックのメリエックス選手。

広報やすぎ ２０１５年２月１６



新新着着図図書書紹紹介介

あえて、つながらない生きかた

高野 登

親鸞「四つの謎」を解く 梅原 猛

自伝を読む 齋藤 孝

棒を振る人生 佐渡 裕

女子部活食 海老久美子

麹町二婆二娘孫一人 中沢けい

肉小説集 坂木 司

ペコロスの母の玉手箱 岡野雄一

〈お子さんのほん〉

捨て犬・未来、命の約束

今西乃子

なみだの穴 まはら三桃

アヤカシさん 富安陽子

あしたあさってしあさって

もりやまみやこ

やきざかなののろい

塚本やすし

晩鐘 佐藤愛子

脱・限界集落株式会社 黒野伸一

父・マッサンの遺言

竹鶴孝太郎/監修

わたしはマララ 教育のために

立ち上がり、タリバンに撃たれた

少女 マララ・ユスフザイ他

男の子の赤ちゃんニット

西東社/出版社

〈お子さんのほん〉

動物の見ている世界

ギヨーム・ヂュプラ

草の根のたんけん

おくやまひさし

飛ばしてあそぼう ヒコーキ

をおる ブティック社/出版社

怪異伝説ダレカラキイタ職員

室の怪談 加藤 一

夜の木の下で 湯本香樹実

逢魔 唯川 恵

店長がいっぱい 山本幸久

ｉｆ 垣谷美雨

音わざ吹き寄せ 奥山景布子

だれの息子でもない 神林長平

図書館奇譚 村上春樹

長嶋茂雄最後の日。 鷲田 康

箱根駅伝 酒井政人

〈お子さんのほん〉

いかだにのって とよたかずひこ

仙人のおしえ おざわとしお

み～んなパンダ 石井聖岳

あほうどり せたたろう

わたしのひみつ 石津ちひろ

びっくりこたつ 新井洋行

マヤの一生 椋 鳩十

妖怪大百科元祖 實吉達郎

布部出身で世界平和を求め続けた画家・加納莞雷

をテーマにした公開講座“ 加納莞雷と平和” が 12 月

7 日、布部交流センターで開かれました。

約 50 人が参加した講座では、莞雷について 3人の

講師がさまざまな角度で講演。画家として果たした

役割や作品の特徴、莞雷の思想、人物像などに迫り

ました。講師の 1人・三島房雄氏（加納美術館顧問）

は、戦後にフィリピンで投獄された日本人戦犯釈放

問題について講演。莞雷が当時フィリピン大統領な

どに送り続けた約３００通に及ぶ書簡を通して恩赦に至

るまでの詳細を説明しました。三島氏は「子どもたちに

平和を引き継がなければとの思いが、莞

雷の原動力だった」と紹介しました。

℡３７－００５０

▲莞雷の描いた絵を用いて講演を行う三島氏。

講座では神英雄氏（浜田市世界こども美術館学

芸課長）、加納佳世子氏（加納美術館館長）も講演。

●休館期間 ２月２日㈪～２月６日㈮

はくた図書室臨時休館のお知らせ

℡３２－４４５５℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ

●その他の新着図書情報は

検索安来 図書館情報

１７広報やすぎ ２０１５年２月



広
島
県
大
雨
災
害
に
対
す
る
義

援
金
の
受
付
を
終
了
し
ま
す

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
７

昨
年
８
月
に
起
こ
っ
た
広
島

県
大
雨
に
対
す
る
義
援
金
の
受

付
は
、
平
成
２６
年
１２
月
１５
日
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
人
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

義
援
金
総
額

３１
万
７
０
３
９

円
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社

を
経
由
し
て
被
災
者
に
届
け
ら

れ
ま
す
。

薪
（
ま
き
）
を
お
譲
り
し
ま
す

●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
１

資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め

市
の
ご
み
処
理
施
設
に
搬
入
さ

れ
た
樹
木
で
作
っ
た
薪
を
、
市

民
の
皆
さ
ん（
事
業
者
を
除
く
）

に
無
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。

（
数
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

期
日
・
場
所

２
月
１８
日
㈬
９

時
か
ら
受
付
、
清
瀬
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

そ
の
他

▽
引
き
渡
し
量
は
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
程
度
ま
で

▽
当
日
持
ち
帰
る
こ
と
が
条
件

で
す
。
電
話
予
約
や
取
り
置
き

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

煙
霧
消
毒
機
に
使
用
す
る
薬
剤

の
製
造
販
売
が
終
了
し
ま
す

●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
０
９
８

煙
霧
消
毒
に
使
用
す
る
薬
剤

は
、
平
成
２７
年
３
月
末
に
製
造

販
売
が
終
了
し
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
、
煙
霧
消
毒
を
予
定
し

て
い
る
人
は
薬
局
に
薬
剤
を
あ

ら
か
じ
め
注
文
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

薬
剤
注
文
期
限

平
成
２７
年
２

月
末
ま
で

薬
剤
有
効
期
限

３
年

市
内
の
薬
剤
取
扱
店

さ
い
と

う
薬
局

℡
３２‐

２
６
２
８

●
煙
霧
消
毒
に
つ
い
て

煙
霧
消
毒
を
水
路
に
使
用
す

る
こ
と
は
、
環
境
に
影
響
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

薬
剤
の
小
分
け
は
「
医
薬
品

の
小
分
け
製
造
」
に
あ
た
り
、

薬
事
法
違
反
と
な
り
ま
す
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
「
市
政
提
案
箱
」

●問
秘
書
課
℡
２３‐

３
０
１
０

メ
ー
ル

info
@
city
.ya
sug
i.

shim
a
ne.jp

市
で
は
、
庁
舎
や
交
流
セ
ン

タ
ー
に
市
政
提
案
箱
を
設
置
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
政

に
対
す
る
ご
提
案
・
ご
要
望
・

ご
意
見
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
関
係
部
局
が
そ
の
対
応
方

法
を
検
討
し
て
市
政
運
営
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

設
置
場
所

安
来
●庁
、伯
太
●庁
、

広
瀬
●庁
、
各
●交

そ
の
他

メ
ー
ル
で
の
ご
意
見

も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

安来市のまちづくりの方針を市民

の皆さんにお伝えし、市政にご理解

をいただくとともに、市民参加のま

ちづくりを推進するため、「市政懇

談会」を開催します。

懇談会には近藤市長をはじめ市幹

部が出席し、市民のみなさんと市政

について直接意見交換を行います。どなたでも参加できます。

申込みは不要ですのでお気軽にお越しください。

（説明者側として）

市長、副市長、教育長、関係部課長等

・総合計画策定

・人口対策

・主要三事業

新安来庁舎、安来市民会館（仮称）、給食センター

・財政計画

市市政政懇懇談談会会をを開開催催ししまますす

２月１８日㈬１９時～２１時 安来中央●交

２月１９日㈭１９時～２１時 広瀬中央●交

２月２０日㈮１９時～２１時 伯太中央●交

市市長長がが市市政政ににつついいてておお答答ええししまますす

●問定住企画課 ℡２３‐３０６０

行行

政政

日時・場所

出席者

内 容

広報やすぎ ２０１５年２月１８



と
り
だ
い
病
院
安
来
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ミ
ナ
ー

（
参
加
無
料
）

●問
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
２
０

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

（
と
り
だ
い
病
院
）
を
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
内
容

▽
1
月
３１
日
㈯
１４
時~

１５
時
、

大
塚
●交
、
心
不
全
の
予
防
と

上
手
に
つ
き
あ
う
コ
ツ
（
講
師

は
、第
一
内
科
・
衣
笠
良
治
氏
）

▽
2
月
１４
日
㈯
１４
時~

１５
時
、

赤
屋
●交
、
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

治
療
の
最
前
線
〜
早
期
に
見
つ

け
て
体
に
負
担
の
少
な
い
治
療

を
〜
（
講
師
は
、
第
一
外
科
・

齊
藤
博
昭
氏
）

▽
２
月
２１
日
㈯
１４
時
〜
１５
時
、

せ
き
つ
い

は
く
た
文
化
学
習
館
、
脊
椎
か

ら
は
じ
ま
る
病
気
の
話
〜
知
っ

て
お
き
た
い
肩
こ
り
・
腰
痛
の

原
因
と
治
療
に
つ
い
て
〜
（
講

師
は
、
整
形
外
科
・
谷
島
伸
二

氏
）

民生・児童委員、市長の認定を受けた自主防災組織、安来警察署、安来市消防署

※団体等に提供する場合には、当該情報の提供を受ける団体等と当該情報の取扱いに関する

協定を締結します。

対象者①の人は登録通知書、②から⑤の人は「意向調査」などの文書を１月中旬に送付して

います。要援護者台帳の内容確認または登録意向調査は、同じ封筒で送付しています。お手元

に届いている書類をご確認ください。

「見守り名簿」「要援護者台帳」、いずれの意向調査も皆さんの意思を確認するために必要です。

必ず内容を確認いただき、返信いただきますようお願いします。

■本人の同意なく登録する人

①７０歳以上の人のみで構成される世帯の人

■本人の同意を得て登録する人

②１９歳以上の身体障害者手帳１，２級または１種所持者で、居宅で生活をしている人

③１９歳以上の療育手帳Ａ所持者で、居宅で生活をしている人

④介護保険要介護認定３以上の人で、居宅で生活をしている人

⑤市長が必要と認めた人

「「見見守守りり名名簿簿」」のの作作成成ににごご協協力力くくだだささいい

●問福祉課℡２３‐３２１６、高齢者安心課℡２３‐３２２３、危機管理課℡２３‐３０７４

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み

●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

安来市では、今年度、支援が必要と思われる人に係る情

報を外部の団体へ提供し共有することが可能となる条例を

制定しました。この対象となる人の情報を名簿（通称「見

守り名簿」）として作成し、地域での支え合い活動を推進

する予定です。

見守り名簿を共有することで、災害等の緊急時はもちろ

ん、地域における日常生活などで、市、関係機関および地

域住民が相互に連携を図り、よりきめ細やかに地域社会を

支えていくことが可能になります。名簿作成へのご理解ご

協力をお願いします。

「「見見守守りり名名簿簿」」のの作作成成ににつついいてて

氏名、住所、年齢、性別

「見守り名簿」の対象となる人

名簿を提供できる団体等

地域で支え合う

名簿に登録する内容

１９広報やすぎ ２０１５年２月



松
江
保
健
所
が
移
転
し
ま
す

●問
松
江
保
健
所
総
務
課

℡
０
８
５
４‐

２３‐

１
３
１
３

３
月
９
日
に
松
江
市
大
輪
町

か
ら
同
市
東
津
田
町
の
島
根
県

松
江
合
同
庁
舎
の
向
か
い
に
移

転
し
ま
す
。

移
転
先

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島

根
３
階
（
松
江
市
東
津
田
町
１

７
４
１‐

3
）

移
転
先
で
の
業
務
開
始
日

３

月
９
日
㈪

予
備
自
衛
官
の
募
集

●申
●問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力

本
部
松
江
募
集
案
内
所

℡
０
８
５
２‐

２４‐

６
５
３
７

一
般
の
社
会
人
や
学
生
と

い
っ
た
自
衛
官
未
経
験
者
を
公

募
・
採
用
し
、「
予
備
自
衛
官
」

と
し
て
任
用
す
る
制
度
で
す
。

応
募
資
格

▽
一
般
公
募
…
１８

歳
以
上
３４
歳
未
満
の
人

▽
技

能
公
募
…
１８
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
な
ど
を
有
す
る
人
（
資

格
に
よ
り
５３
歳
か
ら
５５
歳
未
満

ま
で
）
※
年
齢
は
、
い
ず
れ
も

平
成
２７
年
７
月
１
日
現
在
。

受
付
期
限

３
月
２４
日
㈫
（
必

着
）

試
験

４
月
１０
日
㈮
〜
４
月
１４

日
㈫
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

採
用
時
期

平
成
２７
年
７
月
１

日
以
降
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

２
月
５
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

２
月
５
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

２
月
２６
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２５
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、ア
ン

ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

２
月
２６
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
１１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

一月あたりの自己負担限度額

２５万２６００円＋（医療費

－８４万２０００円）×１％

※１４万１００円

１６万７４００円＋（医療費

－５５万８０００円）×１％

※９万３０００円

８万１００円＋（医療費－

２６万７０００円）×１％

※４万４４００円

５万７６００円

※４万４４００円

３万５４００円

※２万４６００円

所得区分

①所得金額９０１万円を超え

る世帯の人

②所得金額６００万円を超え

９０１万円以下の世帯の人

③所得金額２１０万円を超え

６００万円以下の世帯の人

④所得金額２１０万円以下の世

帯の人

⑤同一世帯の世帯主及び国

保加入者のすべてが住民税

非課税の世帯の人

●問保険年金課℡２３‐３０８７

●フッ化物塗布の受付時間

・２～３歳のお子さん

…１０時～１２時

・４歳以上のお子さん

…１２時～１４時３０分

※塗布後３０分は飲食できません。

※料金は５００円。

日時 ２月１日㈰10時～15時

場所 プラーナ２階多目的ホール

内容 歯科健診、ブラッシング指導、

フッ化物塗布（子どもが対象）

※歯科健診は、保護者も受け

ていただくことができます。

７０歳未満の国民健康保険にご加入の皆さん

高額療養費制度の自己負担額

限度額が見直されました

平成２７年１月から高額療養費制度に

おいてご負担いただく医療費の限度額

が、所得に応じて見直されました。

高額療養費制度とは、長期入院や治療

により、一月あたりの医療費の自己負担

額が高額になった場合、申請により一定

の金額（自己負担限度額）を超えて支払っ

た医療費について給付を受けることがで

きる制度です。

●国民健康保険以外の健康保険に加入さ

れている７０歳未満の人も同様に見直し

となります。詳しくは、現在加入されて

いる保険者へお問い合わせください。

口腔衛生展

●問子ども未来課
℡２３‐３２２２

保保

健健

▽※は直近１２カ月で４回目の支給月から適用

▽③または⑤の区分は変更ありません

広報やすぎ ２０１５年２月２０



は
つ
ら
つ
☆
マ
タ
ニ
テ
ィ
ル
ー

ム
♪
（
要
申
込
）

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

２
月
８
日
㈰
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

対
象

妊
娠
６
カ
月
以
降
の
妊

婦
と
そ
の
夫
。

内
容

助
産
師
の
お
話
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
提
供

な
ど
。

申
込
期
限

２
月
６
日
㈮

妊
婦
歯
科
検
診
（
無
料
）

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

２
月
２２
日
㈰
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
１１
月
〜
平
成

２７
年
１
月
に
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
人
。
（
対
象
者

に
は
、
１
月
中
に
予
約
票
な
ど

送
付
）

内
容

歯
科
検
診
、歯
科
相
談
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
検

診
票
、
予
約
票
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、

歯
ブ
ラ
シ
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

２
月
２５
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
ぱ
く
ぱ
く
教
室
（
生
後
１２
カ

月
〜
２４
カ
月
児
対
象
）

日
時
・
場
所

２
月
１０
日
㈫
９

時
４５
分
〜
１０
時
、
広
瀬
●健

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（

４

カ
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
、

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

申
込
期
限

２
月
６
日
㈮

●
ご
っ
く
ん
教
室
（
生
後
５
〜

６
カ
月
児
対
象
）
・
か
み
か
み

教
室
（
生
後
９
〜
１１
カ
月
児
対

象
）

日
時

２
月
１７
日
㈫
▽
ご
っ
く

ん
教
室
（
９
時
４５
分
〜
１０
時
）

▽
か
み
か
み
教
室
（
１３
時
３０
分

〜
１３
時
４５
分
）

場
所

広
瀬
●健

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（

４

カ
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

申
込
期
限

２
月
１３
日
㈮

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
と
メ

デ
ィ
ア
〜
今
、
子
ど
も
が
危
な

い
〜乳

幼
児
期
の
子
ど
も
に
与
え

る
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
や
、
メ

デ
ィ
ア
を
子
育
て
に
う
ま
く
取

り
入
れ
る
方
法
な
ど
の
お
話
を

し
ま
す
。

日
時
・
場
所

２
月
２３
日
㈪
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

講
師

伊
藤
紀
子
氏
（
島
根
の

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
を
考
え
る

会
）

そ
の
他

託
児
あ
り
（
人
数
制

限
が
あ
り
ま
す
）

●
お
母
さ
ん
の
た
め
の
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ー
講
座

ほ
ん
の
ひ
と
と
き
、
お
母
さ

ん
が
育
児
か
ら
離
れ
、
ほ
っ
と

で
き
る
時
間
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

２
月
２３
日
㈪
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

持
ち
物

洗
面
器
、
フ
ェ
イ
ス

タ
オ
ル
２
枚
。

そ
の
他

託
児
あ
り

（
人
数
制
限
が
あ
り
ま

す
）

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み

●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

食育フェスティバル
やすぎ

乳幼児期からの食育につ

いて親子で一緒に楽しみな

がら、考えてみましょう。

日時 ３月１日㈰９時３０分～１３時

場所 広瀬●健

内容 ●絵本の読み聞かせライブ「よしととひうた」

（１０時～１０時３０分）

●安来市食生活改善推進協議会・学校給食による

試食（１０時３０分～１２時３０分なくなり次第終了）

●食育講演会 （１１時～１２時３０分）

演題 「食を通して育つもの 育てたいもの」

講師 相模女子大学教授 堤ちはる氏

●安来市社会福祉協議会による「キーホルダー作り」

●安来地区栄養士会による「野菜でポン！かわい

いコースター作り！」

●「健康相談コーナー」（９時３０分～１２時）

●保育所・保育園の食育活動、健康情報関連の展示

その他 講演時の託児（４歳以下が対象）を行ないます。

講演会への参加および託児は事前申込みが必要で

す。

●申●問子ども未来課 ℡２３‐３２２２

「食べるって楽しいな！！

～子どもの食事で大切にしたいこと～」

in

２１広報やすぎ ２０１５年２月



安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

２
月
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・

１６
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可
。

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円（
１
回
）。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
初
級
コ
ー
ス
」

日
時

２
月
２３
日
㈪
・
２４
日
㈫
・

２５
日
㈬
・
２６
日
㈭
（
４
日
間
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
要
申
込

▽

パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
１２
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料

一
人
５
０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他

日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
要
相
談

▽
パ
ソ
コ
ン

の
持
込
不
要
。

し
ま
ね
地
域
文
化
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
人
材
育
成
講
座
〜

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
子
ど
も
た
ち

の
出
会
い
〜

●申
●問
島
根
県
民
会
館
文
化
事
業

課℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
５
０
８

文
化
芸
術
に
よ
っ
て
地
域
を

元
気
に
し
、
豊
か
な
地
域
社
会

づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
教
育
現
場

や
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

手
法
や
活
動
事
例
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

日
時

２
月
１４
日
㈯
１３
時
３０
分

〜
１７
時
１５
分
・
１５
日
㈰
９
時
３０

分
〜
１２
時
１０
分

場
所

安
来
中
央
●交

内
容

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

活
動
体
験
、
子
ど
も
と
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
つ
な
ぐ
活
動
事
例

の
お
話
し
、参
加
者
や
講
師
を
交

え
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

申
込
締
切

２
月
１２
日
㈭

そ
の
他

受
講
は
無
料
で
す
が
、

情
報
交
換
会
に
参
加
さ
れ
る
人

は
参
加
費（
千
円
）が
必
要
で
す
。

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

・
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時

２
月
４
日
㈬
・
５
日
㈭
・

２６
日
㈭
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

場
所

松
江
保
健
所

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

合
同
労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
（
無
料
・
事
前
予
約
優
先
）

●申
●問
島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
４
５
０

「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
解
雇
」

「
賃
金
不
払
」
な
ど
、
労
働
者

と
事
業
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

３
月
８
日
㈰
１０

時
〜
１５
時
、
く
に
び
き
メ
ッ
セ

そ
の
他

▽
事
業
主
、
労
働
者

ど
ち
ら
か
ら
の
相
談
も
受
付
し

ま
す

▽
秘
密
厳
守

日時 ２月２１日㈯１３時～１７時

会場 島根県司法書士会館（松江市南田町）

内容 相続、遺言、不動産売買、名義変更、会社

登記、お金の貸し借り、借金、ローン、ク

レジット、裁判など。

※司法書士会では総合相談センターを設置

し、平日１２時３０分から１５時３０分まで

電話相談を行っています。

２月の１カ月を「相続登記はお済みですか月

間」と定め、無料相談を実施します。

相続登記とは、相続した不動産の名義を変更す

ることです。相続登記は期限が定められておら

ず、手続きが遅れがちです。名義を変更していな

いとトラブルが発生することもあり、早期の登記

手続きを行うことが重要です。

日時 平成２７年２月の１カ月間

場所 島根県内の司法書士事務所

※時間・予約は各事務所にお問い合

わせください。

教教
室室
・・
講講
座座

司法書士事務所で相続登記の無料
相談を実施します

司法書士無料法律相談（要予約）

●申●問島根県司法書士会（総合相談センター）
℡０１２０‐１１４‐２３４

相相

談談

広報やすぎ ２０１５年２月２２



各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
９
時
〜
１６
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
２３‐

１

８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談

室
℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談
室
℡
２３‐

３
０
６

８特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）
▽
安
来

中
央
●交
、
９
時
３０
分
〜
１６
時

▽
広
瀬
●健
、
９
時
〜
１２
時

▽

い
き
い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２

２
１

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
会
（
要

予
約
）
▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０

８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

結
婚
相
談
や
す
ぎ
「
は
ぴ
こ
の

部
屋
」

▽
１０
時
〜
１２
時

▽

定
住
企
画
課
℡
２３‐

３
０
５
９

島
根
県
立
盲
学
校
作
品
展

●問
島
根
県
立
盲
学
校

℡
０
８
５
２‐

３６‐

８
２
２
１

県
立
盲
学
校
の
児
童
・
生
徒

が
、
ふ
だ
ん
の
授
業
で
制
作
し

た
陶
芸
・
絵
画
・
習
字
・
家
庭

科
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

（
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
作
品

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
点
字
を

書
い
た
り
読
ん
だ
り
で
き
る
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
）

日
時

２
月
６
日
㈮
〜
２
月
８

日
㈰
９
時
〜
２２
時

場
所

イ
オ
ン
松
江
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
新
館
１
階
吹
き

抜
け
広
場（
松
江
市
東
朝
日
町
）

「
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
婚
活
in
出
雲

大
社
」
参
加
者
募
集

●申
●問
島
根
縁
結
び
は
ぴ
こ
会

℡
０
８
５
２‐

２５‐

６
０
２
９

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

メ
ー
ルm

a
d
a
m
uyouko

1
1
@
d
o

com
o
.ne
.jp

結
婚
を
望
む
男
女
に
出
会
い

の
場
を
提
供
し
ま
す
。
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

２
月
１５
日
㈰
１０
時
〜
１５

時
（
受
付
９
時
３０
分
〜
）

場
所

出
雲
大
社
境
内
、
観
光

セ
ン
タ
ー
い
ず
も

対
象
者

２０
代
〜
４０
代
の
独
身

男
女

参
加
費

男
性
３
千
円

女
性

２
千
５
百
円
（
昼
食
代
込
）

参
加
締
切

２
月
８
日
㈰

内
容

▽
良
縁
参
拝
祈
念

▽

講
演「
出
雲
の
魅
力
と
縁
結
び
」

の
話

講
師
・
藤
岡
大
拙
氏
（

郷
土
史
家)

▽
縁
を
結
ぶ
交
流

会
＆

ご
縁
マ
ッ
チ
＆

ク
イ
ズ

申
込
方
法

住
所
、氏
名
、年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上

メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込

み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

▽
F
A
X
で
申
込
み

さ
れ
る
人
も
必
ず
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
記
載
く
だ
さ
い

▽
メ

ー
ル
の
返
信
が
受
け
取
れ
る
よ

う
に
設
定
し
て
く
だ
さ

い
。

第
６
回
Ｔ
Ｋ
Ｓ
Ｓ
杯
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

●申
●問
広
瀬
中
央
公
園
事
務
所

℡
３２‐

２
６
７
８

日
時

３
月
１５
日
㈰
９
時
〜

場
所

広
瀬
中
央
公
園
総
合
体

育
館

参
加
資
格

中
学
生
以
上

チ
ー
ム
編
成

男
女
混
合
（
男

２
人
・
女
２
人
）
※
女
性
４
人

で
も
可

参
加
料

１
チ
ー
ム
２
千
円

申
込
締
切

２
月
２８
日
㈯

そ
の
他

申
込
用
紙
は
広
瀬
中

央
公
園
事
務
所
ま
た
は
、
広
瀬

中
央
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

第
９
回
安
来
市
民
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
大
会
参
加
者
募
集

●申
●問
安
来
市
体
育
協
会

℡
２３‐

１
９
２
３（

兼
）

日
時

２
月
１５
日
㈰
９
時
〜

場
所

伯
太
体
育
館

チ
ー
ム
編
成

男
女
混
合
（
男

２
人
・
女
２
人
）

部
門

▽
ブ
ロ
ン
ズ
の
部
…

ト
ー
タ
ル
１
７
０
歳
以
上
・
最

低
年
齢
者
３５
歳
以
上

▽
フ

リ
ー
の
部
…
１８
歳
以
上

※
年
齢
は
２
月
１
日
時
点
と
し

ま
す

参
加
資
格

安
来
市
内
在
住
者

お
よ
び
市
内
事
業
所
勤
務
者
が

コ
ー
ト
内
２
名
以
上
。

参
加
料

１
チ
ー
ム
３
千
円

申
込
締
切

２
月
６
日
㈮
必
着

そ
の
他

申
込
用
紙
や
受
付
な

ど
の
詳
細
は
、
市
民
体
育
館
内

の
体
育
協
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イイ
ベベ
ンン
トト

FAX

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み

●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

安来市小中学校特別支援学級合同作品展

児児童童・・生生徒徒がが日日ごごろろのの学学習習でで取取りり組組

んんだだ作作品品（（絵絵・・工工作作・・手手芸芸・・習習字字ななどど））

を展示します。

日 時 ２月６日㈮～２月９日㈪10時

～18時（９日は 10時～13時）

場 所 プラーナ２階

展示物 児童生徒の作品展示、通級指

導教室紹介、プレイコーナー

ふふれれああいい広広場場

●問山佐小学校・安部 ℡３５‐００１７

２３広報やすぎ ２０１５年２月




